















































































































































































(41) - (43)と (44)- (46)の、先行要素と後置要素の情報はいずれも「より限定さ
れる関係」になっている。その点では前節で挙げた「限定」の制約に違反していない。










(49) 7時すぎに到着予定です、 (7時） 10分ごろに。
(50) ＊もうすぐ始まるよ、 10分後に。
(51) ＊しばらく待っててください、塑立i。































































































































































































































































(92) その辺にいると思うよ。……ええと、隣の部屋に。(= (86)) 
(93) 何人か呼んできてよ。…•••あの、 3 人。(= (87)) 
(94) 論文全然出来てないよ。……少しだけしか。(= (88)) 























































* 2 先行する惜報に対し、何らかの形で修正を加えることを repairと呼ぶ。詳しくは 3.1.4．節を
参照。










* 5 (50) - (52)の例は話し手によって内省に差が出るようである。これは「10分」や「30
分」を漠然とした時間として認知できるかどうかの違いであるといえる。
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